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　バイク事業は、今後の新車の供給状況及び海外情勢の変化によって、
過熱気味であった業者間オークションにおける落札単価が下降傾向にあ
りますが、今後も同様の状況が続くことを想定し、売上高及び営業利益
の減少を想定しております。
　フィットネス事業は、エニタイムフィットネス、ステップゴルフともに新
規出店等を見込んでおらず、会員数は横ばいで推移することを想定し、
売上高及び営業利益ともにほぼ前事業年度と同程度となることを想定し
ております。
　以上より、2025年２月期は、売上高5,203百万円（前期比3.8％減）、
営業利益159百万円（前期比38.4％減）、経常利益144百万円（前期
比41.3％減）、当期純利益100百万円（前期比39.2％減）と予想して
おります。
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　当事業年度における我が国経済は、2023年10―12月期の四半期別実質ＧＤＰ
成長率は前四半期のマイナスからプラスに転じました。企業収益は、総じてみれば
改善しており、雇用情勢も改善の動きが見られています。個人消費は持ち直してお
り、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、ゆるやかな回復
が続くことが期待されます。ただし、世界的な金融引締めに伴う影響や中国経済の
先行き懸念など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなってい
ます。
　当社の事業セグメントは、バイク事業及びフィットネス事業となっております。当
事業年度におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。
（バイク事業）
　コロナ禍に端を発した国内のバイクブームはコロナ禍の収束に伴いやや落ち着き
を見せてきております。それにより、バイクメーカーによる生産の状況についても、
これまで人気車種についてはユーザーが待ちきれないような長い納期であったもの
が徐々に解消しつつあります。
　その一方、業者間オークションにおいては円安に支えられた輸出業者の積極的な
入札により、大排気量車を中心に落札価格は好調に推移しております。
　その結果、当社における買取台数は前期よりも減少したものの、売上単価がほ
ぼ横ばいであったこと、業者間オークションの開催回数等の要因で販売台数が前期
よりも増加したこと等により売上高は前期を少し超過いたしました。
　ただし、集客競争が年々激しくなっていることや組織力強化のための人材育成に
力を注いでいること等を理由として、広告費、人件費及び研修費用等が増加しセグ
メント利益は減少しております。
　バイク事業の当事業年度の業績は、売上高4,970百万円（前期比6.4％増）、セ
グメント利益186百万円（前期比43.5％減）となりました。
（フィットネス事業）
　当事業におけるエニタイムフィットネスは前事業年度では10ヶ月間５店舗を運営し
ておりましたが、前事業年度末時点では４店舗となり、当事業年度末時点でも４店
舗となっております。ステップゴルフは２店舗で増減はありません。
　当事業年度でのエニタイムフィットネスの月平均会員数は前期比1.7％減少し、ス
テップゴルフの会員数は同11.2％減少したため、売上高は減少しましたが、一店舗
減による地代家賃等の費用の減少によりセグメント利益は増加しました。
　フィットネス事業の当事業年度の業績は、売上高441百万円（前期比3.2％減）、
セグメント利益72百万円（前期比4.8％増）となりました。
　以上の結果、当事業年度の経営成績は売上高5,411百万円（前期比2.2％増）、
営業利益259百万円（前期比15.0％減）、経常利益245百万円（前期比19.8％減）、
当期純利益164百万円（前期比59.7％減）となりました。

� 代表取締役社長　正渡 康弘
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株式会社アークコア
証券コード：3384

■ 当社ホームページのご案内

事 業 年 度 3月1日～翌年2月末日

配当金受領株主確定日 期末配当：2月末日　　中間配当：8月31日

定 時 株 主 総 会 毎年5月

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町１－１
TEL　0120-232-711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081　
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 名古屋証券取引所（ネクスト市場）

公 告 の 方 法
電子公告により行う
公告掲載URL　https://arkcore.co.jp
（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他のやむを得
ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

株主メモ

（ご注意）
1.	�株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ�
信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2.	�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）に
お問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3.	�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

当 社ホームページにて、
決算情報や各種 I R 情報 
などをご覧いただけます。

https://arkcore.co.jp/

アークコア 検索

決算ハイライト
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社 名 株式会社アークコア（Arkcore, Inc.）
ブランド名 バイクランド

バイクランド直販センター
エニタイムフィットネス
ステップゴルフ
ステップゴルフプラス

資 本 金 2億3,282万5,000円
設立年月日 2002年5月
本 社 東京都豊島区池袋二丁目14番４号

Phone 03-5928-1537　Fax 03-5391-1507
従 業 員 数 82名
事 業 内 容 バイク及び関連商品の買取・販売事業、スポーツ施設の経営
バイク事業
店 舗

札幌デポ・仙台デポ・環七鹿浜店・練馬インター店・名古屋店・�
大阪店・広島デポ・福岡デポ・宮崎デポ

フィットネス
事業店舗名

エニタイムフィットネス柏店
エニタイムフィットネス南麻布2丁目店
エニタイムフィットネス学芸大学店 
エニタイムフィットネス新柴又店 
ステップゴルフ駒込店 
ステップゴルフプラス新柴又店 

■ 会社概要（2024年2月29日現在）

■ 株主の状況（2024年2月29日現在）

■ 大株主（2024年2月29日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

正渡　康弘 555,113 31.2
山田　浩司 74,081 4.2
土屋　　勉 55,190 3.1
石田　敦信 49,124 2.8
齋藤　文男 40,000 2.2

発行可能株式総数� 7,880,000株
発行済株式総数� 1,970,000株
株主数� 4,332名

（注）	当社は、自己株式を189,667株保有しておりますが、上記大株主から除いております。
	 また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

代表取締役 正 渡 　 康 弘
取 締 役 山 田 　 浩 司
取 締 役 土 屋 　 　 勉
取 締 役 岩 本 　 竜 久
取 締 役 谷 内 　 　 進

■ 役員（2024年2月29日現在）

常勤監査役 川 俣 　 延 茂
監 査 役 川 島 　 俊 之
監 査 役 石 田 　 敦 信

　24時間年中無休のフィットネスジム「エニタ
イムフィットネス」に2016年よりFC加盟し、
現在4店舗を運営しています。 健康維持につ
ながる地域貢献事業として、FC本部のノウハ
ウを踏襲しながら、充実の設備と高いホスピ
タリティで顧客満足度の高い店舗運営を行っ
ています。

　低価格かつ高品質なサービス提供で、全国
展開を推し進める「ステップゴルフ・ステップ
ゴルフプラス」に2019年よりFC加盟し、現
在2店舗を運営しています。

　創業時より行っている基幹事業です。
　メーカー、年式などから車両の市場価値を総
合的に評価してバイクを買取りしております。買
取りした車両の中で良質な車両は、東京都内2
箇所の拠点で販売し、バイクを売りたい方、買
いたい方の双方のニーズにお応えしています。

　買取台数は前期よりも減少したものの、売上単
価がほぼ横ばいであったこと、業者間オークション
の開催回数等の要因で販売台数が前期よりも増加
したこと等により売上高は前期を少し超過いたしま
した。
　ただし、集客競争が年々激しくなっていることや
組織力強化のための人材育成に力を注いでいるこ
と等を理由として、広告費、人件費及び研修費用
等が増加しセグメント利益は減少しております。

　エニタイムフィットネスは前事業年度では10ヶ月
間5店舗を運営しておりましたが、前事業年度末時
点では4店舗となり、当事業年度末時点でも4店舗
となっております。
ステップゴルフは2店舗で増減はありません。
　エニタイムフィットネスの月平均会員数は前期比
1.7％減少し、ステップゴルフの月平均会員数は前
期比11.2％減少したため、売上高は減少しました
が、地代家賃等の費用の減少によりセグメント利益
は増加しました。

バイク事業　91.8％ フィットネス事業　 8.2％
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